



























































































































































































記念館､ 八田家署員､ 青楓美術館､ やまなし
伝統工芸館､ 石和写真美術館である｡




















身延町､ 南部町､ 早川町､ 市川三郷町､ 増
穂町､ 鰍沢町には 14 施設がある｡ 甲斐黄金
村湯之奥金山博物館､ なかとみ現代工芸美術






大月町､ 都留市､ 上野原市､ 丹波山村､ 小菅
村､ 道志村には 7施設がある｡ 岩殿山ふれあ




鳴沢村､ 山中湖村､ 忍野村､ 西桂町には 25
施設がある｡ 山梨県立富士湧水の里水族館､
山梨県立富士ビジターセンター､ 河口湖美術
































置賜地域は米沢市､ 東置賜郡､ 南陽市､ 長井
市､ 村山・最上地域は上山市､ 山形市､ 天童
市､ 東村山郡､ 寒河江市､ 西村山郡､ 村山市､




















































































方自治体関連が 60 館､ 財団法人が 10 館､ 酒








る｡ たとえば､ 1971 年 4 月に山形県の ｢明
治百年記念｣ 事業として開館した山形県立博
物館の場合は､ 1976 年 4 月に付属自然学習





























県立博物館報 (平成 24 年度―平成 23 年度実
績―』 からみておくと､ 開館時の 1971 年度
は有料入館者 30,484 人､ 無料入館者 22,059
人の合計 52,907 人､ 10 年後の 1981 年度は
有料 20,113 人､ 無料 19,398 人の合計 39,511
人となっていた｡ その後は増減を繰り返しな
がら､ 2000 年前後から低迷し始め､ 2002 年
度は有料 11,362 人､ 無料 13,154 人の合計




もあり､ 有料 11,495 人､ 無料 27,027 人の合
計 38,522 人と再び増加には転じている｡ い








































数が 500 回以上の山梨県で､ フランス人画家




梨県教育庁学術文化財課調べ)｡ 平成 22 年
[2010] 度の年間入館者数は有料者が 50,517
人､ 無料者―高齢者､ 身障者､ 業務視察者､
招待者など―が 48,469 人となっている｡ 時
系列的に追っておくと､ 平成 21 [2009] 年
度は有料者が 61,777 人､ 無料者が 55,473 人､
平成 20 年 [2008] 度は同 61,219 人､ 51,191
人､ 平成 19 [2007] 年度は同 58,997 人､
40,826 人､ 平成 18 [2006] 年度は同 58,938
人､ 37,960 人､ 平成 17 [2005] 年度は同
59,774 人､ 41,003 人､ 平成 16 [2004] 年度
は 71,013 人､ 44,861 人､ 平成 15 [2003] 年
度は同 51,533 人､ 39,250 人､ 平成 14 [2002]
年度は同 58,832 人､ 107,951 人､ 平成 13





























































文化施設とは ｢文化｣ を展示し､ 人びとに


















































































































済学｣ でこの点について ｢ある文化財 (移動
不可能な歴史建造物) を有する歴史都市を仮
定すると､ その直接的経験がもたらす価値は


















































6 ) たとえば､ 山形県の夏の祭りやイベントの場
合､ 置賜地域では長井市のあやめまつり (6
月上旬から 7 月上旬)､ 南陽市のバラまつり
(同)､ 高畠町の夏まつり ｢青竹ちょうちんま
つり｣ (8 月 15～16 日)､ 飯豊町の小白川神社
あばれ獅子舞 (8 月 16 日)､ 同虚空蔵灯籠流





月下旬)､ 山形市の山形花傘まつり (8 月 5 日
～7 日)､ 山形大花火大会 (8 月 14 日)､ 村山
市の村山徳内まつり (8 月下旬)､ 尾花市の花
笠まつり (8 月 26 日～28 日)､ 最上地域では
新庄市のあじわいまつり (7 月中旬)､ 新庄ま
つり (8 月 24 日～26 日)､ 鮭川村の庭月観音
灯籠流し (8 月 18 日)､ 大蔵村の四ヶ村棚田
ほたる火コンサート (8 月上旬)､ ひじおりの
灯 (7 月中旬～8 月下旬)､ 庄内地域では鶴岡
市の大山犬まつり (6 月 5 日)､ 酒田市の松山
城薪能 (6 月第一土曜日)､ 遊佐町の鳥海屋夏
山開祭り (7 月 1 日)､ 鶴岡市の月山開山祭
(7月 1日)､ 黒川能野外能楽 (7月最終土曜日)､
酒田市の酒田湊・甚句流し､ 酒田花火ショー
(8 月)､ 赤川花火ショー (8 月第一土曜日)､
赤川花火大会 (8 月 10 日)､ 庄内町の夏宵ま
つり (8 月 12 日)､ 松山能 (8 月 20 日)､ 鶴岡
市の羽黒祭 (8 月 31 日～9月 1日)｡ こうした
夏場の祭りとイベントのほかにも､ 秋や冬に
も祭りやイベントがある｡
7 ) 金武創・阪本崇 『文化経済論』 ミネルバ書房
(2005 年)､ 209 頁｡
8 ) 同上｡
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